	単位操作―３１１
	液面計の点検（負圧の場合）

（チェッキボール無し）
	作　成
	

	
	
	
	

	

	ポイント

	
	· 負圧の場合チェッキボールは外してあるがチェッキボールの有るものもある。

· 液面計の洩れ点検は連成計が系内圧と同圧になった時点で①又は②バルブを閉め、圧力の変化を見る方法がある。但し、③バルブや連成計の取り付け部に洩れがなく、①②バルブに洩れのない事。
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終了





液面がスムースに上昇する事を確認する





①バルブを開け②バルブを開ける





連成計を取り外し、プラグを取り付けて③バルブを閉める





②バルブを閉め③バルブを開ける





②バルブを開け連成計が系内圧と同圧になったことを確認する





③バルブを開け大気圧にバランスした後③バルブを閉める





①バルブを開け連成計が系内圧と同圧になったことを確認する





① バルブを閉める





液面計上部に連成計を取り付け、③バルブを閉める





液面計上部のプラグを外す。





① ② バルブを閉める





開 始





③バルブのドレンキャップを外し、バルブ開とし、ドレンアウトする。





②








ドレンキャップを取り付ける（基－５）





②





①





③





連成計
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